
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号

皇
室
典
範

第
一
章
　
皇
位
継
承

第
一
条
　
皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ

れ
を
継
承
す
る
。

第
二
条
　
皇
位
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
皇
族
に
、
こ
れ

を
伝
え
る
。

一
　
皇
長
子

二
　
皇
長
孫

三
　
そ
の
他
の
皇
長
子
の
子
孫

四
　
皇
次
子
及
び
そ
の
子
孫

五
　
そ
の
他
の
皇
子
孫

六
　
皇
兄
弟
及
び
そ
の
子
孫

七
　
皇
伯
叔
父
及
び
そ
の
子
孫

前
項
各
号
の
皇
族
が
な
い
と
き
は
、
皇
位
は
、
そ
れ

以
上
で
、
最
近
親
の
系
統
の
皇
族
に
、
こ
れ
を
伝
え

る
。前

二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
長
系
を
先
に
し
、
同

等
内
で
は
、
長
を
先
に
す
る
。

第
三
条
　
皇
嗣
に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
不
治
の
重
患

が
あ
り
、
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会

議
の
議
に
よ
り
、
前
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
皇

位
継
承
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
　
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即

位
す
る
。

第
二
章
　
皇
族

第
五
条
　
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
親
王
、
親
王

妃
、
内
親
王
、
王
、
王
妃
及
び
女
王
を
皇
族
と
す
る
。

第
六
条
　
嫡
出
の
皇
子
及
び
嫡
男
系
嫡
出
の
皇
孫
は
、
男

を
親
王
、
女
を
内
親
王
と
し
、
三
世
以
下
の
嫡
男
系
嫡

出
の
子
孫
は
、
男
を
王
、
女
を
女
王
と
す
る
。

第
七
条
　
王
が
皇
位
を
継
承
し
た
と
き
は
、
そ
の
兄
弟
姉

妹
た
る
王
及
び
女
王
は
、
特
に
こ
れ
を
親
王
及
び
内
親

王
と
す
る
。

第
八
条
　
皇
嗣
た
る
皇
子
を
皇
太
子
と
い
う
。
皇
太
子
の

な
い
と
き
は
、
皇
嗣
た
る
皇
孫
を
皇
太
孫
と
い
う
。

第
九
条
　
天
皇
及
び
皇
族
は
、
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

第
十
条
　
立
后
及
び
皇
族
男
子
の
婚
姻
は
、
皇
室
会
議
の

議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条
　
年
齢
十
五
年
以
上
の
内
親
王
、
王
及
び
女
王

は
、
そ
の
意
思
に
基
き
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇

族
の
身
分
を
離
れ
る
。

親
王
（
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
を
除
く
。
）
、
内
親
王
、

王
及
び
女
王
は
、
前
項
の
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い

特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ

り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
二
条
　
皇
族
女
子
は
、
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
者
と

婚
姻
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
三
条
　
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
親
王
又
は
王
の
妃
並

び
に
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
は
、
他
の
皇
族
と
婚
姻
し

た
女
子
及
び
そ
の
直
系
卑
属
を
除
き
、
同
時
に
皇
族
の

身
分
を
離
れ
る
。
但
し
、
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
に
つ

い
て
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離

れ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
　
皇
族
以
外
の
女
子
で
親
王
妃
又
は
王
妃
と
な

つ
た
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に

よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
同
項
に

よ
る
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る

と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離

れ
る
。

第
一
項
の
者
は
、
離
婚
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分

を
離
れ
る
。

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
前
条
の
他
の
皇
族
と

婚
姻
し
た
女
子
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
十
五
条
　
皇
族
以
外
の
者
及
び
そ
の
子
孫
は
、
女
子
が

皇
后
と
な
る
場
合
及
び
皇
族
男
子
と
婚
姻
す
る
場
合
を

除
い
て
は
、
皇
族
と
な
る
こ
と
が
な
い
。

第
三
章
　
摂
政

第
十
六
条
　
天
皇
が
成
年
に
達
し
な
い
と
き
は
、
摂
政
を

置
く
。

天
皇
が
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
又
は
重
大
な

事
故
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行
為
を
み
ず
か
ら
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、

摂
政
を
置
く
。

第
十
七
条
　
摂
政
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
成
年
に
達
し

た
皇
族
が
、
こ
れ
に
就
任
す
る
。

一
　
皇
太
子
又
は
皇
太
孫

二
　
親
王
及
び
王

三
　
皇
后

四
　
皇
太
后

五
　
太
皇
太
后

六
　
内
親
王
及
び
女
王

前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
の
順

序
に
従
い
、
同
項
第
六
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位

継
承
の
順
序
に
準
ず
る
。

第
十
八
条
　
摂
政
又
は
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者

に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
が
あ
り
、
又
は
重
大

な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
前

条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
摂
政
又
は
摂
政
と
な
る

順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
　
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者
が
、
成
年
に

達
し
な
い
た
め
、
又
は
前
条
の
故
障
が
あ
る
た
め
に
、

他
の
皇
族
が
、
摂
政
と
な
つ
た
と
き
は
、
先
順
位
に
あ

た
つ
て
い
た
皇
族
が
、
成
年
に
達
し
、
又
は
故
障
が
な

く
な
つ
た
と
き
で
も
、
皇
太
子
又
は
皇
太
孫
に
対
す
る

場
合
を
除
い
て
は
、
摂
政
の
任
を
譲
る
こ
と
が
な
い
。

第
二
十
条
　
第
十
六
条
第
二
項
の
故
障
が
な
く
な
つ
た
と

き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
摂
政
を
廃
す
る
。

第
二
十
一
条
　
摂
政
は
、
そ
の
在
任
中
、
訴
追
さ
れ
な

い
。
但
し
、
こ
れ
が
た
め
、
訴
追
の
権
利
は
、
害
さ
れ

な
い
。第

四
章
　
成
年
、
敬
称
、
即
位
の
礼
、
大
喪
の

礼
、
皇
統
譜
及
び
陵
墓

第
二
十
二
条
　
天
皇
、
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
の
成
年
は
、

十
八
年
と
す
る
。

第
二
十
三
条
　
天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
の

敬
称
は
、
陛
下
と
す
る
。

前
項
の
皇
族
以
外
の
皇
族
の
敬
称
は
、
殿
下
と
す

る
。

第
二
十
四
条
　
皇
位
の
継
承
が
あ
つ
た
と
き
は
、
即
位
の

礼
を
行
う
。

第
二
十
五
条
　
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
大
喪
の
礼
を
行

う
。

第
二
十
六
条
　
天
皇
及
び
皇
族
の
身
分
に
関
す
る
事
項

は
、
こ
れ
を
皇
統
譜
に
登
録
す
る
。

第
二
十
七
条
　
天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
を

葬
る
所
を
陵
、
そ
の
他
の
皇
族
を
葬
る
所
を
墓
と
し
、

陵
及
び
墓
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
れ
を
陵
籍
及
び
墓
籍

に
登
録
す
る
。

第
五
章
　
皇
室
会
議

第
二
十
八
条
　
皇
室
会
議
は
、
議
員
十
人
で
こ
れ
を
組
織

す
る
。

議
員
は
、
皇
族
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長

及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
庁
の
長
並
び
に

最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁
判
官

一
人
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

議
員
と
な
る
皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判

官
以
外
の
裁
判
官
は
、
各
々
成
年
に
達
し
た
皇
族
又
は

最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
の
互
選

に
よ
る
。

第
二
十
九
条
　
内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
は
、
皇
室
会
議

の
議
長
と
な
る
。

第
三
十
条
　
皇
室
会
議
に
、
予
備
議
員
十
人
を
置
く
。

皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
る
議
員
の
予
備

議
員
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。

衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
た
る
議
員

の
予
備
議
員
は
、
各
々
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
員
の

互
選
に
よ
る
。

前
二
項
の
予
備
議
員
の
員
数
は
、
各
々
そ
の
議
員
の

員
数
と
同
数
と
し
、
そ
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
互
選

の
際
、
こ
れ
を
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
法

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
を
行
う

者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣
を
以
て
、
こ
れ
に
充

て
る
。

宮
内
庁
の
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
総
理

大
臣
の
指
定
す
る
宮
内
庁
の
官
吏
を
以
て
、
こ
れ
に
充

て
る
。

議
員
に
事
故
の
あ
る
と
き
、
又
は
議
員
が
欠
け
た
と

き
は
、
そ
の
予
備
議
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
。

第
三
十
一
条
　
第
二
十
八
条
及
び
前
条
に
お
い
て
、
衆
議

院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
と
あ
る
の
は
、
衆
議
院

が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
後
任
者
の
定
ま
る
ま
で
は
、

各
々
解
散
の
際
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
で

あ
つ
た
者
と
す
る
。

第
三
十
二
条
　
皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官

以
外
の
裁
判
官
た
る
議
員
及
び
予
備
議
員
の
任
期
は
、

四
年
と
す
る
。

第
三
十
三
条
　
皇
室
会
議
は
、
議
長
が
、
こ
れ
を
招
集
す

る
。皇

室
会
議
は
、
第
三
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十

八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、
四
人
以
上
の
議
員

の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
を
要

す
る
。

第
三
十
四
条
　
皇
室
会
議
は
、
六
人
以
上
の
議
員
の
出
席

が
な
け
れ
ば
、
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

第
三
十
五
条
　
皇
室
会
議
の
議
事
は
、
第
三
条
、
第
十
六

条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、

出
席
し
た
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
こ
れ
を
決

し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す

る
。前

項
後
段
の
場
合
に
お
い
て
、
可
否
同
数
の
と
き

は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
六
条
　
議
員
は
、
自
分
の
利
害
に
特
別
の
関
係
の

あ
る
議
事
に
は
、
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
七
条
　
皇
室
会
議
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律

に
基
く
権
限
の
み
を
行
う
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ

を
施
行
す
る
。

現
在
の
皇
族
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
皇
族
と
し
、
第

六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
嫡
男
系
嫡

出
の
者
と
す
る
。
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現
在
の
陵
及
び
墓
は
、
こ
れ
を
第
二
十
七
条
の
陵
及

び
墓
と
す
る
。

こ
の
法
律
の
特
例
と
し
て
天
皇
の
退
位
に
つ
い
て
定

め
る
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平

成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）
は
、
こ
の
法
律
と
一

体
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一

三
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
一
六
日
法
律
第
六

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
並
び
に
次
項
、
次
条
、

附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
九
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か

ら
、
附
則
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
こ
の
法
律

の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
前
項
の
政
令
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
総
理

大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
皇
室
会
議
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
前
に

皇
室
典
範
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
が
あ
っ

た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
九
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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